
1 1方火管理者
(11 受講した防火管理講習が甲種の場合

左欄の 「甲種」の□印にレを付け、新規講習のみ受講している場合は 「新規

講習」の□印に、再講習を受講している場合は「再講習」の□印にもそれぞれ

レを付けます。

(21 受講した講習が乙種の場合
「乙種」の□印にレを付けます。

2 防災管理者
右欄の 「防災管理」の□印にレを付け、新規講習のみ受講の場合は 「新規講

習」の□印に、再講習を受講 している場合は 「再講習」の□印にもそれぞれレを

付けます。

※ 1、 2いずれの場合も、講習の受講以外で資格を取得した場合は、記入は不要で
す。

防火・防災管理講習を受けた機関名を記入します。

(例 )「東京消防庁」、「〇〇市消防局」、「〇〇消防本部」、「(一財 )日 本防火・防災協

会」等

講習を受けた修了証に記載されている修了年月日を記入します。再講習を受講して

いる場合は、最後に受講した修了証に記載されている修了年月日を記入します。

講習修 f以外の資格者で選任する場合は、該当する□印にレを付け、根拠法条を記
入します。

(例 )令第 3条第 1項第 1号ハ  規則第 2条第 1号

前任の防火・防災管理者の氏名を記入します。

防火・防災管理者でなくなった年月日 (不明な場合は届出年月日)を記入 します。
「転勤」、「退職」など具体的に記入 します。

(一時使用の場合は、「一時使用終了のため」と記入しますc)

1 選解任に係る防火・防災管理者の修了証番号を記入します。 (東京消防庁の講
習を修了した場合は、修了証に記載してある修丁証番号を、それ以外の講習を修

rした場合は、東京消防庁で付番した資格番 号‐)
2 新築工事中の防火対象物については、工事が完了した際の防火対象物の規模を
記入します。
(例 )「耐火 地上12階地下 2階 延べ面積 18, 240ポ 」等
3 委託選任の場合は、「委託対象物の種類」、「選任種別」及び 「防火管理者の選
任が困難な事由」を記入します。

(例 )「共同住宅、外部選任、 (そ の他)」 「2号対象物、内部選任 (少従業員)」
等
4  ‐時使用の場合は、 ―時使用の期間を記入します。
(例 )「選任期間 令和●午●月●日～令和●午●月●日」
5 火災予防条例により選任する場合は、同条例第 55条の 3の該当号数 (1号 ～
4号)を記入します。
6 その他必要な事項を記入 します。

※一時使用に係る防火・防災管理者の選任の届出については、解任の届出も同時に行うため、解任の欄も記載しま

す。
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